
192 +++ iNTERNET magazine +++

Ill
us

t.
:O

ht
su

ka
Ic

hi
o

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



+++ iNTERNET magazine +++ 193

■ ローラン・ギャロスのミーム ■

全仏オープンで盛り上がった2人の知人

にせがまれて、テニスを教えることになっ

た。神宮のテニスコートに2人とも約束の

時間ピッタリに現れた。グラフィックデザイ

ナーの吉岡はテニスシューズからソックス、

ショートパンツ、シャツ、そしてバッグに至

るまで全身、真新しいナイキブランドに包

まれている。おまけに、頭には往年のアン

ドレ・アガシのように白いバンダナまで巻

いている。わたしが「すごいねぇ！全身ピ

カピカだね。誰が見てもとても初心者とは

思わないですよ」というと、「いやぁ、せっ

かくやるんだからビシッといきたいと思っ

て、昨日テニスショップにいって一式揃え

たんですよ」と彼は答えた。一方、印刷会

社の営業の鈴木はテニス用だか何だかわ

からないシューズを履き、さえないパンツ

とどこでもらったのか、見たことのないロ

ゴマークの入ったポロシャツを着ていた。

その変な格好をジーッと見つめていると、

「外見より、中身で勝負ですよ」と鈴木は言

った。ラケットを見ると吉岡はプリンスの

最新型のチタン製ラケットを2本、そして鈴

木はこれまた、聞いたこともないようなロ

ゴの入ったラケットを1本持っている。

さっそく、足にやさしいクレーコートに

入り練習を開始した。握り方とフォア、そ

してバックハンドの打ち方を簡単に教え、

ボールをだすと、吉岡はアガシそっくりな

ポーズでボールを打った。おまけにボール

を打つ瞬間に出す声までそっくりに真似て

いた。2人とも筋は良かったが、その後の

展開はまったく異なっていた。吉岡は熱が

高じてクラブの会員になるまでにのめりこ

み、めきめきと腕を上げていった。一方、

鈴木のテニスライフはその日一日限りで終

わった。この差が生まれた理由は、2人の

格好と道具にあった。吉岡は自分の実力

以上のファッションが揶揄されることもある

ものの、大抵はそのスタイリッシュな格好

から人にも誉められ、自分もやる気になる

という相乗効果が生まれた。また、最新型

の道具がテニスのコントロールをより簡単

にもした。格好から入った吉岡は今や中

身もものにしている。

■ 型から入るか？心から入るか？ ■

日本人は型から入るとよくいわれる。そ

の文化背景をよく表しているものに能や茶

道、華道、香道といった伝統芸能がある。

たとえば、お茶には複雑な作法、すなわち

ルールが沢山あって初心者にはとっつきに

くいが、その型をマスターしていくことで

徐々に心が入ってくる。つまり、楽しさが

わかってくることではまり込む。この場合

の型とは人間と文化をつなぐためのインタ

ーフェイスであり、情報は型の中に入って

いるということになる。しかし、最初から

楽しいというこころの部分だけから入る

と、どうしても型を否定してしまうことにな

りやすく、結果として楽しくもなく上達もし

ない。実際は型の中に心という情報が入
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っているのであるが、型である作法を教

えながらこころを同時に説明するのはむ

ずかしい。ポイントは、事前にどう楽しい

かというビジョンがうまく説明されること

だ。これがうまくいかないと面倒くさい型

を否定し、やらなくなるから、心が入って

来ないという悪循環に陥り、楽しさは伝わ

っていかない。型と心はセットであり一体

なのだ。そこで重要になるのが、いかに

時代や状況に合わせて型を変えていくこと

で心を伝えていくということだろう。いい

かえるとルールというスキンをリデザイン

することで、楽しさをつたえていくことが

文化の継承ということになる。

■ 皮に神と情報は宿る ■

スキンとは皮である。スキンデザインと

は皮という皮膜を通した内外の双方向コ

ミュニケーションデザインである。皮とは、

たとえば人間の皮膚のように人と周りの環

境というふうに2つの情報領域が交わって

自然に生まれる、あるいは生まれるように

デザインする場合もあれば、化粧のように

人口的に作られる場合もある。このスキン

が変わることで2つの情報領域間の情報流

通はドラマティックに変わる。たとえば女

性は化粧をすることで自分の意識も変わ

るし、それを見る側の人間の意識も変わ

る。いいかえると、内的には楽しさや自分

への自信という効果として、外的には美し

さをめでるという効果になって現れる。そ

して、外部環境である他人から美しいと

思われる、あるいは誉められることで、内

部環境である自分の意識はより高揚し、そ

の結果、より綺麗になっていく、あるいは

綺麗に見られるようになっていくという正

のフィードバックがもたらされる。もちろん、

化粧の仕方にもよるが。

つまり、化粧というスキンが一枚加わる

だけで、内外の情報の関係性が瞬時に、

あるいは同時に変化する。化粧は一時的

で、交換可能なスキンデザインであるが、

美容整形は永久的で交換不可能なスキン

デザインである。何回も整形する人もいる

が、それは手間隙と金がかかる。

このスキンという視点で日常を見てみよ

う。人はたかだか壁紙という一枚のスキ

ンを交換するだけで相当気分が変わるも

のだ。色、素材、柄などさまざまな要素の

組み合わせによって気持ちが明るくもなれ

ば暗くもなる。また、風水のように今ある

家具の配置を変えるだけでも同じ効果が

ある。家具の量を増減しないで、単に場

所の移動だけをする場合、変わるのはス

キンだけである。家具の配置という環境

スキンの形が変わるだけで人と環境の情

報関係が変わり人の気持ちも変化するとい

うことだ。建築も、ひいては街も都市も、

そして国家さえも内と外を分けるスキンで

ある。あなたがもし、家を持つつもりなら、

けして住宅メーカーや建築家任せにしては

ならない。人がよりつかなかったり、なぜ

か我が家の前にゴミが捨てられたりと、一
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生気分の悪い日が続くことにもなりかねな

いからだ。家相とはスキンデザインそのも

のなのだ。

ファッションも化粧と同じ効果を持って

いる。人は身につけるものだけで大きく変

化していくもののようだ。極端な例だが、

タイに行ってゲイの男性と話したことがあ

る。どうしてゲイになったのと聞いたとこ

ろ彼は小さい頃からスカートをはかされ女

の子のように育てられたからだといった。

男の子をゲイにするには、ものごごろつく

頃からスカートを始めとする女の子の環境

を強いれば良いという単純なことではもち

ろんないが、その刷り込みの効果もその

要因には充分なり得るだろう。他からそう

見られるということは、自分もそうなりやす

い、これがスキンデザインの本質である。

インターネットのブラウザーやプラグイン

もスキン流行りである。好きな未来感やレ

トロ感を堪能できることは楽しいし、わた

したちの選択の幅が広がるに越したこと

はない。しかし、自分の気分が変わるとい

う点においては効果があるが、この場合、

誰かに見せるということが抜け落ちて自己

満足に陥りがちである。コミュニケーショ

ンデザインの本質は相互情報流通による相

乗効果だ。スキンを効果的にデザインする

ことで見る、見られることから生まれる視

覚的、情感的な相乗効果を高める工夫を

考える余地がまだまだある。

今日の結論。

見る、見られる関係性をデザインし、コ

ミュニケーションの相乗効果を高めよ

スキンが変われば内も外も同時に変わ

るものなのだ。環境を変えたければ、自分

が変わりたければスキンを変えよう。スキ

ンデザインの重要なキーワードは“楽しさ

の伝達と交換によるフィードバック効果”で

ある。 Think Favorite!

編注：

（*1）ローラン・ギャロス：フレンチオープンの開かれ
る競技場名で、フレンチオープン自体の通称で
もある。もともとは第一次世界大戦のエースパ
イロットの名前。

（*2）ミーム:英オックスフォード大の生物学者リチャー
ド・ドーキンスが1976年の著書「利己的な遺伝
子(The Selfish Gene) 」で提唱した概念で、ギリ
シア語の「mimeme」（模倣）と「memory」（記憶）
に由来する。人が学び成長する課程や心の働
き、文化の進行する様などを進化論に基づき説
明する、生物学、心理学、認知科学などを統合
する考え方。
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■ 七瀬至映 Nanase Yukiteru ■
クリエイティブディレクター&プロデューサー。情報を
受発信する個人が主役となる時代のコミュニケーシ
ョンの可能性をテーマに、マルチな活動を続ける。近
著に『クリアトロン～創造性遺伝子』、インターネット
社会の新たな価値創造の方法に迫る『サクセス・バ
リュー・ワークショップ』（いずれも発行：デジタルハリ
ウッド出版局）がある。
「あなたの情報デザインテクニック投稿大歓迎！」

mailto:yukiteru@creatron.net
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